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1．北斗校の学び方からの課題

本校の生徒の大半は、不登校経験が長い、人との関わり方に困難を抱える、読字や書字に
難度があるなど多様な成育歴を背景に持ち、知識領域や量に偏りがある。また、自然体験が
少なく、動植物の生態理解不足も顕著である。
その中でも多様な人々と学ぶ活動を基本に、興味関心を持って知識・技能を獲得しようと
する意欲喚起と自ら問題解決の方策を見出す力などを判断して表現していく能力の育成が必
須であると切実に感じている。
また、教科学習においては、習熟度に分けて教科指導計画のシラバスに即した 1時間完結

型の学習形態をとっている。そのため、追究型の学習テーマをもとに持続した問題解決型の
学習形成になりにくいという課題がある。　
本校では、①教科横断的に知識獲得と幅広い体験活動を両輪にした授業計画の編成と、②
興味関心を高め、特別感のある課題追究型学習の実施を意図的に計画していく必要があると
考えてきた。

1）星槎大学との高大連携授業において望むこと
上記の課題をもとに大学の連携授業においては、大学の専門性を持って、本校生徒の学び
の質的変容を期待した。
　① 1つのテーマで、教科・領域を横断的に構成し、「3要素｣ の学習プロセスを経て、学

び方の向上ができる授業であること。（知の獲得・思考判断表現力・協働学習）
　②「命」や「環境」というテーマで、地球環境・地域環境・未来志向等をふまえた視点か

ら問題解決的能力の育成につながる学びになること。自然界全体の生態系の一員として
の認識と「命」を尊ぶ情感的理解を育む「共感理解教育」の領域として、授業の基本を
創りたい。

北斗校においては、水耕田（米作り）に全学年で取り組んでおり、地球温暖化・環境破壊・
生態系等々については体験を通して感覚的に捉えている。体験感覚を知識とつなげ、課題意
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識を持って主体的に追究する姿勢を願っている。
　③知を得ることや課題を追究することの楽しさを、高大連携授業の中で体感してほしいと

望んでいる。

2）「命の授業」という共感理解教育
高校生の食実態を見ると、コンビニ弁当・自販機のコーラ・甘味満載の飲料水・チョコや
スナックなどの菓子類の占める割合が多い。お金があれば製品となった状態で買い求められ
る。生産・製造などの過程や人の介在などにも関心が薄くなりがちである。ましてや生産母
体である環境そのものにも着眼することも些少である。食と生産、環境と動植物等、全体を
網羅し体系的に学べることと体験的な活動を組み込んで学べることを主眼とした「環境教育
＝命の授業」を授業計画として編成した。

2．環境教育「食・地球環境・地域環境・命」計画

次の図が「命の授業」の内容である。

図 1　「命の授業」の授業計画
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3．授業実践

「命の授業」第 1次は 5月 12日に、第 2次は 5月 19日に実施した。

1　日常的に食しているお菓子や食品の原料や原産国を調べる。
2　原料の輸出国、原産国の環境・生態系等の変化や破壊状況を知る。
　　象・オランウ―タンの絶滅問題、食肉　（スライド・データー資料）
3　日常の食と環境の関係から考えたことを話しあい、考えをま
とめる。

図 2　「命の授業」第 1次・第 2次のねらい

　授業後に生徒から寄せられた感想の一部を次に示す。
B　お菓子を食べても食べなくても変わらないなら食べる。お菓子を食べないで変わること
はお菓子の会社で働いていた人達のかなりの人が職を失うし、事実上の死を得ることにな
る。確かに野生動物を守ろう、自然を守ろうというのはとても賛成できて、それに向けて
活動していることはよいことだと思うが、もう少し方法を変えたほうがいいと思った。

N　今まで自分が何も考えずにお菓子を食べていたけどすごく考えました。今後はお菓子は
やめようと思います。今日の動画を見てとても心動かされました。ゾウ、オランウータン
がすごくかわいそうでした。今日の先生の話や動画を見たり思ったりしたことは、自分自
身の未来をどれだけ壊しているか分かったし、他にもいろいろわかったのでとてもよかっ
たです。

第 3次は、5月 26日に「里山自然フィールドワーク」（新治市民の森）として実施した。
星槎大学・坪内俊憲教授、同・保屋野初子教授、新冶市民の森愛護会会長・大川浩司氏に出
席していただいた。

里山の森の平地「谷戸」に広がる田んぼ。
農作業の大事な水源となり、
「森・森林・水・土・川」が生物や
農作物のサイクルを支えている。

図 3　フィールドワークの活動目的説明（第 3次）
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図 4　グループ活動と報告会（第 3次）

第 4次は、12月 11日に「森・水・自然の循環　～緑のダム」として実施した。星槎大学・
保屋野初子教授に講義していただいた。

1　地域・地球の環境破壊状況の学習や新冶里山のフィールドワークを通して、「命」
を支える自然の循環機能について学ぶ。

 2　水を創る土・森の自然の機能について理解を深め、自然保護・保全の必要性について、
課題追究の視点を持つことができる。

図 5　講義のねらい

　授業後に生徒から寄せられた感想の一部を以下に示す。
F　自然を見直すことで、見えないところで生物が日々の生活をしていることを改めて認
識できたと思います。また、土などは生物にとって、とっても必要なものの 1つだと思
いました。講義を受けたことで前よりも水についての理解を深められたと思います。今
回、森の土はスポンジのように隙間が多いこと、雨によって水が森の土へ運ばれること、
生き物には食べ物と水、住まいが必要なことを認識しました。

J　日々、使っている水が、以前は森の土がろ過装置になっていたが、時代とともに森の
数も減り科学の力を使って水をきれいにしている。この講義を受け、時代とともに減っ
てしまった森や自然の生物を人間だけが利益を得るのではなく、自然の環境にも還元す
ることが大切と感じた。そして、森は水の循環に必ず必要なものであり、食物連鎖（命
の循環）を起こすスタートになると学んだ。
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4．授業実践考察

授業過程の問題意識や思考の経緯を表に示す（図 6）。

。

・

・

図 6　授業過程の問題意義と思考の経緯

図6をもとに、授業のねらいに沿いながら生徒の課題意識の変容プロセスを考察してみたい。
1）第 1・2次
日常の食品から原料原産地を調べるという起点から、食料としての家畜の屠殺の様子・ボ
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ルネオのパーム椰子林破壊からくる絶滅危惧種の増加という現実の認識へとつながり、日常
の食生活そのものが環境破壊と表裏一体であるという事実を衝撃的に捉えることになった。
その上「それでも菓子を食するか」という厳しい問いかけは、生徒個々に抵抗感を与えて自
己判断を迫り、解決の糸口を自分事として考えさせる結果となった。また地球環境という視
点から、身近な地域の環境はどうなっているかという視野の焦点化にもつながった。
2）第 3次
「身近な自然環境の実態を知ろう」というねらいのもと、新治市民の森をフィールドワー
クという学習形態をとって実施した。横浜の中でも木々・森・里地里山・谷戸の水田等、総
合的に自然環境を捉えることができる地域は稀である。この中で、生徒たちは、コケ類・微
生物の存在・昆虫・土壌の質・体感空気など五感を通して理解認識することができた。また、
森の中と土質、湧き出る水とその利用をした農業のあり方等、自然の総体を理解した。
3）第 4次
第 1・2次とフィールドワークでの体感的認識を伴った学びをもとに、森や山の役割・雨水

の循環・微生物による豊かな土質の生成・土壌による濾過作用等々が生態系の連鎖の基である
こと、「命｣ をつなぐ輪として機能していることを理解す
ることとなった。
特に、今回の環境教育は、大学での専門性の高い教
授の場が生徒には特別感のある授業として受け止めら
れ、普段以上に授業・体験・認知・課題意識の追究を
意識したプロセスとなった。
日常の食生活と生態系・命の連鎖の輪にある自然環
境を総体的に認識することができたことや、自然保全保護の意識涵養となったこと等、大変
有意義であったといえる。
4）第 5次
第 5次の「学びからの発信～過去から未来への警告」（PBL）については、下記のように

分析した。
　1）生徒の主体でグループごとに、テーマ設定・調査・協議・まとめて発信するという学

習プロセスに至っている。環境全体への危機感を持って発信しなければという切実感
を持っている。

　2）次学年に伝えるための発表をプレゼンテーションという形で実施することに決定してい
る。題して「過去から未来への警告～考えよう自然と人との共存」プロジェクトチームで、
①食品添加物・発展途上国・お菓子の関係②とび出せ！新治の森～命の育み③ボルネ
オの森④土の大切さ（水と土について）⑤提案「未来を考える」というテーマ設定を
している。

　3）発表のパワーポイントシートは、45枚となっているが、各グループの課題設定から、
「問題の認識」「問題と自らとの関係性」「将来起きる可能性の認識」「必要な対策」と
4項目に分けて学習者の問題意識を分類してみた。
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過去から未来への警告～考えよう自然と人との共存」学びの発信にみる課題設定と問題意
識の深化を検証した（表 1）。
前ページの表 1のように、資料収集に向けた学習活動や、疑問点を確かにする調べ活動に
積極的に取り組んでいることが見える。特に「土」に関する着目度が教員や講師の予想以上
に強く、土の成分や日本全国での土の成分調査をもとに、「命」につながる水の生成には「土」

表 1　グループ別問題意識のプロセス

グループ
課題

「食品添加物・発展途
上国、お菓子の関係」
グループ

「命の育み」グループ 「ボルネオの森」
グループ

「土から未来を考え
る」グループ

問題の
認識

①　日常の食品にどん
な添加物が入ってい
るか。現在までの添
加物使用の現状はど
うなっているか。

②　安価な菓子購入で
自然界に及ぼす影響
を調べたい。

③　添加物摂取で生じ
る身体影響を調べ
る。

①　新治市民の森の
歴史

②　森保全の活動の
実際はどうなって
いるか。

③　森の生物？
④　食物連鎖の様子
を調べたい。

①　オランウータ
ン保護区での実
態を知りたい。

②　パームヤシ林
の乱伐と状況を
調べる。

③　絶滅危惧種の
動物と無残な動
物の死は開発の
結果はどうなっ
ているか。

①　森を作るために
必要な土とは何か。
②　森の保全・土台
としての土の重要
性を知ろう。

③　森の生態系は、
土壌食物連鎖の中
でどんな形でつな
がっているか調べ
たい。

問題と自
らとの関
係性
・気づき
・理解

・添加物にはどんなも
のがあるか知りたい。
・植物油脂を採り続け
たら、人間と自然界
にどんな悪影響を及
ぼすか。

・森の実態を知りたい。
・新治市民の森って
どんなところか。

・横浜に広い森があ
った。北斗校の近
くにあった。

・森の保全はどのよ
うに取り組まれて
いるか。

・予想以上に自然
破壊が加速して
いる。

・洪水被害の多発、
水質の悪化が顕
著。
・オランウータン。
・象の絶滅には私
たちが安価なも
のを購入してい
る結果だ。

・森林の土壌は微生
物や動物の腐敗分
解等物質とエネル
ギーと循環で成立
している。

・水の濾過には土が
大きな役割をして
いる。

・土は生物に大きな
影響を与えている。

将来起き
る可能性
の認識

・現在、指定添加物
454品目

・既存添加物 365品目
・心臓病・うつ病・発
達障害・癌等々の発
症リスクが大きいと
いう問題

・昆虫や鳥、小動物
がいる。

・宅地開発で森が減
少傾向にある。

・水の汚染や水質に
影響がある。

・自分たち人間の
せいで森林の減
少が増大してい
る。

・動物の絶滅が加
速している。

・酸性雨の多発、土
壌の酸性化による
分解生物の劇少、
収穫物の減少、砂
漠化も生じている。
・未来が危うい。

必要な
対策

・添加物を使わないも
のを選択しよう。

・自炊をするなどとい
う選択もあるが、現
状では難しいが…。

・有害であることを認
識して必要最低限に
抑えるという方向を
とる。

・活動している団体
の高齢化は厳しい。

・森の保全活動の必
要性が必要だとわ
かった。

・ボランティア活動
が支えている現状
を自分たちも取り
組んでみたい。

・環境破壊につな
がらないように
何をしたら良い
かを提案する。

・マイ箸や雑紙の
使用、不法投棄
の禁止。

・森の再生につな
がる活動を提案
する。

環境破壊に歯止めを
かけるために
・排出ガスを規制し
よう。

・節電・リサイクル
などの行動を意識
しよう。
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が必要不可欠であることや、「土」の成り立ちが森全体の豊かさ・生物の豊かさにつながっ
ていることに結論付けて発信していることには大いに着目したい。また、食品添加物につい
て年代をさかのぼって調べたり、現代での添加物の効用も列挙し、使用の是非について論議
を通してまとめていることに探究プロセスの深化が確認できる。

5．高大連携授業実践における成果と課題

高等部 2学年の課題研究実践発表会の実施は、①他学年への提案②提案発表に対する自己
評価③提案発表を受けた学年からの多面的な評価、という内容で取り組んだ。結果として、
発表者側の学びの質を発表内容・発表方法・グループ学習の意義という分野で変容させた。
これを基に高大連携授業実践における成果と課題を考察していきたい。
1点目として、学習主体である生徒自身が、学びの質・協働学習の意義・発信することに
ついての検証をしているところに着目したい。
「学びの質」では、「自然環境の重要性を再認識した」「みんなに正しく情報を伝えること
が必要だと感じた」や「森林破壊を止めることで地球温暖化を止めることができると思った」
などがあがっており、現実の認識が課題追究・発信という志向へのエネルギーとなっている
ことが分かる。自然総体を学ぶことで次元を上げた学びとなっている。
「協働学習の意義」については、「自分たちがテーマを決め、調べ、パワーポイントにまと
めることは大変だった」が「みんなの協力でまとめ終えることができたのでよかった」や「授
業を受けてからポートフォリオで作成したものを活かして協議したりまとめたりできてよかっ
た」であったり「講師の先生たちの言っていることと違う表現もあったけど、異論もあって協
議できて面白かった」など、学びの連続性から完結にいたる協働の達成感を挙げている。
「発信すること」については、「幅広い他学年の人に伝えることは一筋縄ではいかないこと
を痛感した」「自分としては伝えたいことを丁寧に伝えたつもりだった」「今後このような機
会があれば別の方法で挑みたい」などと、新たな意欲に結びついている。

2点目として、生徒自身がプレゼンテーション力について、双方向（発信者⇔受信者）か
らの評価をもとに検証していることに着目したい。
・中学生に身近なものにも関心を持ってもらえて嬉しい。良く聞いてくれたようで感想が
すごかった。

・伝えたいことは伝わらなかったし理解できていないと思った。テーマが難しかったのか、
時間が少ない中で改良をおろそかにしてしまったからかもしれない。

・発表の仕方についての指摘があったが、そういったことを言われると今後気をつける点
が見えてくるのでありがたいと思った。

　これらの捉えかたを見ると、「発表・発信」する活動では、双方向の評価がより深い達成
感を持つ結果になっていること、発表スキルに対する問題点や改善点をしっかり把握できて
いることなどが特徴として挙げられる。
　3点目、高大連携授業全体を通して興味関心の持ち方や自身の成長した部分については、
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次のような意欲的で改善志向を伴った自己評価を表している。
・これから何を知って何を学ぶかに興味を持った。
・森の現状や食品の原料や自然関係の知識を持てるようになって意識が変わったと思う。
・発表の聞きやすさ、説明の仕方が成長したと思う。自分の意見を出せるようになった。
・あやふやだったものを調べるようになった。そして、自分が分かりやすくかつ皆が分か
りやすい言葉を使うように心がけたい。

・パワーポイントのデザインが良くなかったので、次からは何人かの人にチェックしても
らってから改善するようにする。

・一人ひとりが分担して作業できたこと、パワーポイントは初めてだったが詰まらずに完
成できたし、みんなの助けとなるようにまとめる力が必要と思った。

以上から、高大連携授業の実践については、次のような効果があがり、その意義が確認できる。
　1）大学教授による専門分野での教授は、特別感をもって生徒に新たな分野の興味関心を

拡大発展させる大きな効果になる。⇒新たな学びの価値と意欲向上効果
　2）食への見直し⇒地球環境への視野拡大⇒身近な地域環境へのフィールドワーク⇒生態

系・自然環境連鎖への体系認知という系統的な学びが、理解認知や課題探究への取り
組みを進めることになる。⇒生徒の課題解決への学究心の向上

　3）課題解決的学習と学びの発信という学習形態が、生徒の協働学習の有効性やプレゼン
テーションスキルの向上に大きな効果をもたらしている。⇒生徒間の集団学習への質
的な変容と共生意識の涵養

6．終わりに

本校での高大連携授業の実践は、高校生の学び方や学びの内容の質的変容をもたらしたこ
とや、学ぶ意欲と達成感を生み出していることが顕著である。今後　高大接続への有効な実
践として継続して取り組んでいくことを期待している。

※「学びからの発信～過去から未来への警告」（高等部 2学年作成　抜粋）
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